

































1.情報検索サービス 42. 7 % 
2. 図書館間相互協力によるサービス 30.5 % 
質問 2. 情報検索サービスの機能として，どの機能を充実すべきか.
1 .学外からのオンライン情報検索 45. 9 % 
2. 学内におけるCD-ROM等による各種二次資料の検索 31. 5 % 
質問 3. 図書館相互協力によるサービスとして， どの機能を充実すべきか.
1.ファクシミリによる文献の入手 38. 7 % 
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この図からも明らかなように，現在の図書館専用機(K-270R)で行う業務は，閲覧
業務(図書の貸出・返却・更新・予約)や雑誌受入業務(外国雑誌や国内雑誌の予
約・発注・受入)であり，目録業務(図書の分類・目録)については，専用機の容
量に限度があるため総合情報処理センターの磁気ディスク(1.26GB)!基を図書館
用として使用させてもらっており，目録作成データは学術情報センターに送ると同
時に，総合情報処理センターにも本学分のデータについてはローカルデータとして
蓄積している.現在，図書約47，000冊，雑誌約14，000種のデータが保存され，この
データを利用して平成3年から館内OPACが稼働しており，各館にl台づっ利用者端末
が設置され情報探索ができるようになった.ただし，現在のこの情報検索システム
は，利用者がこれらの図書や雑誌についての情報を知りたいと思ったときは，図書
館まで足を運び館内に設置された端末機で，所在の有無や所在場所についての検索
をしなければならない.それぞれの研究室からいつでも，直ちに検索ができ，利用
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者が必要とする情報が的確に入手できるオンラインシステムが望まれる.
図書館で毎日作成される目録データは，前にも述べたように総合情報処理センタ
ーにローカルデータとして蓄積されているが，現在の状況のもとでも何とかこのデ
ータを研究室のパソコン等からも手軽に検索できるように，総合情報処理センター
のご協力を得て実現していきたい.
本格的なOPACによる目録所在情報の提供については，学内LANの整備が不可欠
であるが，日々生産される学術情報を，迅速かっ的確に利用者に提供できるための
情報環境の整備を図書館としても進めてし、く必要がある.
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